
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 31年１月31日発行 

第６号 
長野県 教育事務所 共に歩まん 

「一帯一学」へ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 30年 12月１日（土）長野県総合教育センターを会場に約２８０名の参加を得て、盛会のう

ちに学社連携・協働フォーラムを終えることができました。「学校を核とした地域コミュニティを

めざして」をテーマに、講演会およびグループワークを通して、地域・学校・家庭が協働して、子

どもを育てるために何ができるかを考え合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

あれ？家庭のところが空いているね。 

 
家庭でも「今日〇時に帰る」という確認・通勤時

子どもと一緒に歩くなどしているね。企業が防犯

ブザーを提供していたなんて知らなかった！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちに何ができるのかということを，実際に体験したことを根拠と

しながら合意形成に向かっていく話合いを重ね，主体的に実践すること

が，地域貢献できた喜びにつながりました。 

Ｔさん自身が体験したことを自分の言葉で仲間に語ることで，集団としての合意形

成が図れたよ。金森先生の「子どもを真ん中にした教材研究」により，めりはりを

付けた単元展開となり，地域との一体感を感じることにつながったんだね。 

連載 

第６回 
「一帯一学」への扉 【特別活動編】 
～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

自らの思いを伝え合い，合意形成を図る力を育てたい 

夢プロジェクト生徒会「ふるさとコンサート」（全学年） 

ふるさとコンサートのよさや価値について，異学年合同のグループで話し合う 

地域の方の顔を思い浮かべて，コンサートの最後に会場全員で歌う曲について考える 

９月に行う「夢プロジェクト」は，地域の方を招待する「ふるさとコンサ

ート」を行うことになりました。そのコンサートを行うことでどのような可

能性が生まれ，どんなよさが感じられるかを話し合いました。自分たちの手

で新たな企画を創り出せる喜びを感じていたＴさんでしたが，その一方で

自らが主催するコンサートを経験したことがないため，「ふるさとコンサー

ト」のよさや価値について語れないでいました。 

異学年合同のグループを編成し話し合うことで，個の価値観や思いの違いが見えてきます。 

その様子を教師がしっかり把握し，次の話合いに生かしていこうとすることが大切です。 

「ふるさとコンサート」まで１ヶ月と迫った日。コンサ

ートの最後の曲を決める場面で，唱歌「ふるさと」と嵐の

「ふるさと」のどちらを歌うかまで意見が絞られてきまし

た。金森先生は司会者にＴさんの指名を促します。指名さ

れたＴさんは，吹奏楽部での地域での演奏経験を語り始め

ます。この発言に，生徒たちの心は揺さぶられ，唱歌「ふ

るさと」がコンサートの最後に歌う曲としてふさわしいと

感じられるようになりました。 

生徒の意識を的確に把握した教師が，明確な意図をもった指名をすることは，生徒会としての 

合意形成を図るための生徒の考えを深めることにつながります。 

考えることにつながります。 

人考えることにつながり，それぞれが納得解を創造することにつながります。 

さを実 

践につ 
いてそのよさをその過程で道徳性は養われていきます。 

指導 

研究 

素材 

研究 

［塩尻市辰野町組合立両小野中学校］金森 晴彦 先生（生徒会主任） 

 

 

 

 「資質・能力を育成する授業にしたいけれど・・・どこから力をいれていこうかな？」 

日々の実践を見直すと、きっと悩みはありますよね。その悩みから自分の授業改善に必要な要素を考えてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分の授業改善の方向が見えてきませんか？また、「“友との関係性をつかむ”をもっと考えて、

グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩

みをいくつか挙げてみました。「この悩み、わかるなあ」という要素からご自分の授業実践をふり返り、授業改善

のヒントをつかんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの興

味・関心を

つかむ 

友との関

係性をつ

かむ 

素地や既

習を把握

する 

  用いてきた

見方・考え方

を考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

「一帯一学」への扉 

授業準備はしているし丁寧に説明

もしている。でも、子どもが意欲的

に追究しているとは言えない・・・ 

 

この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 

主体的 

な学び 
 

教師の 

 

姿勢 
 

対話的 

な学び 
 

 

深い 

学び 

子ども 

理解 

 

素材 

研究 

指導 

研究 
 

 

実践中 

 課題 

・改善の具体

を書き込む 

 

連 載 

１P の表へ 

 【例】 

子ども 

理解 

生徒会活動では，学校生活をよりよくする活動に取り組んでいくことが大切です。
そこで金森先生は，「地域貢献」を意識した活動にも関心を持って取り組む姿を目指
し，生徒の気持ちに寄り添いながら地域貢献活動「夢プロジェクト」を具体的な形に
していく単元を構想しました。 

 

自分たちの手で創りあげたコンサートを通して，地域貢献できた喜びを自覚する 

「ふるさとコンサート」当日。会場に集まった全員で唱歌「ふるさと」の

大合唱を行います。吹奏楽の演奏に合わせて歌ったこの曲は，会場に集まっ

た人々の心が一つとなった大合唱となりました。コンサート終了後 T さん

は，「体育館いっぱいに声が響いているのを肌で感じ，演奏をしていてとて

も楽しかったです。『地域との一体感』を叶えるという目的を達成できて嬉

しかったです」と地域貢献できた喜びを自覚していました。 

子ども 

理解 

 

(Tさん)来てくださった方
が涙ぐんでいる姿や，後日
「とてもよかった」と感想
をくれた人もいました。 

深い 

学び 

対話的 

な学び 
(Tさん)コンサ
ートのよさは，
やってみなけれ
ば分からない… 

(司会)コンサートの
よさにはどんなこと
があるのかな？ ６月下旬 

９月上旬 

９月下旬 

主体的 

な学び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連 載 

第６回 
「一帯一学」への扉【特別支援編】 
～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

一人一人に応じた自立活動の指導を充実させたい。 「まなびの時間」（自立活動） 

朝の時間（8:20～8:35）に自立活動を位置づけ，グループを編成する 

自立活動の目標に応じためあてを設定してからゲームを楽しむ 

自立活動を授業中に行うと教科学習の時間が減ったり，継続し

て参加できない子どもがいたりすることから，在籍児童全員が集

まれる朝の時間（月に２～３回）に位置づけることにしました。

担任全員で一人一人の自立活動の目標や人間関係を基にしなが

ら学年や学級の枠を外したグループを作り，子どもが楽しみなが

ら学べる活動を考えました。 

あるグループは低学年と高学年でペアを作り，低学年からカードを

めくって同じ動物が出たらカードがもらえる「動物集めゲーム」をし

ました。“人との関わり”や“見通しのもちにくさ”が課題のＡさんは

「はやくやろう」と意欲的ですが、まず教師は『順番を守る』『友だち

の話を聞く』とめあてを確認してから始めました。すると高学年のＡ

さんは，低学年のペアがめくる前に手が出るのをグッとこらえました。

順番通りカードをめくってカードがそろったとき，ペアから「ありが

とう」と言われると，小さく「うん」と頷いて最後まで参加しました。 

［松本市立鎌田小学校］ 

特別支援学級担任の 

先生方 

特別支援学級の教育課程には，障がいによる学習上または生活上の困難を主体的に改善・克
服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養う「自立活動」が位置づいています。鎌田小
学校の特別支援学級では，友だちと関わりながら一人一人の教育課題や自立活動の目標に応じ
た学習が継続して行えるよう，特別支援学級担任全員で指導方法を工夫しました。 

 めあてに基づいて取組の様子を自分の言葉で語ったり，友だちや先生か

ら称賛されたりすることで，行動を振り返るとともに自分の取組を肯定的

にとらえることができ，意欲の高まりや一般化につながります。 

振り返りで，自分や友だちのよさを発表しました。Ａさんの

ペアが「Ａさんと一緒にやって，動物がそろってよかった」と

発言した後，教師が「Ａさんが，ちゃんと順番を守ったからね」

と付け加えました。離れた場所で聞いていたＡさんは，友だち

の方に体を向けて座り直し，笑顔を見せました。 

 

自立活動は，各教科等で育まれる資質・能力を支える役割を担ってい

ます。「子どもを真ん中にした教材研究」で子どもが思考・判断・表現

する力を高め，達成感・成就感が十分味わえる活動を工夫しましょう。 

めあての達成を語り合って，取組のよさを実感する 

主体的 

な学び 

 同じゲームを行う場合でも自立活動のねらいに基づいためあてを設定し，

活動の最初にグループ全員で確認することで，友だちと楽しみたいと願って

いる子どもは，どうすればよいか思考し，行動することができます。 

素材 

研究 

対話的 

な学び 

自立活動の目標は，個別に設定されています。教育課題を基に，この学習でねらい

を達成している姿はどんな姿か，子どもがもっている力を発揮できる集団かを複数

の教員で検討することで，活動内容や支援が明確になります。 

指導 

研究 

子ども 

理解 

 

 

 

 「資質・能力を育成する授業にしたいけれど・・・どこから力をいれていこうかな？」 

日々の実践を見直すと、きっと悩みはありますよね。その悩みから自分の授業改善に必要な要素を考えてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分の授業改善の方向が見えてきませんか？また、「“友との関係性をつかむ”をもっと考えて、

グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩

みをいくつか挙げてみました。「この悩み、わかるなあ」という要素からご自分の授業実践をふり返り、授業改善

のヒントをつかんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの興

味・関心を

つかむ 

友との関

係性をつ

かむ 

素地や既

習を把握

する 

  用いてきた

見方・考え方

を考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

「一帯一学」への扉 

授業準備はしているし丁寧に説明

もしている。でも、子どもが意欲的

に追究しているとは言えない・・・ 

 

この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 

主体的 

な学び 
 

教師の 

 

姿勢 
 

対話的 

な学び 
 

 

深い 

学び 

子ども 

理解 

 

素材 

研究 

指導 

研究 
 

 

実践中 

 課題 

・改善の具体

を書き込む 

 

連 載 

１P の表へ 

 【例】 

子ども 

理解 

※個人情報保護のため、写真は加工してありますので、ご了承ください。 


